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ピクテ・ジャパン株式会社 
 

東京都千代田区丸の内2-6-1 
お問い合わせ窓口 
投資信託営業部 

電話番号 03-3212-1805 
受付時間：委託者の営業日の午前９時から午後５時まで 

ホームページ：www.pictet.co.jp 

  

iTrustロボ 
 
 

運用報告書(全体版) 
 

第８期 
 

決算日：2024年２月19日 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し

上げます。 

さて、「iTrustロボ」は、2024年２月19日に

第８期の決算を行いましたので、期中の運

用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますよう

お願い申し上げます。 
 

当ファンドの仕組みは次の通りです。  
商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 
2016年２月19日（当初設定日）から無期限
です。 

運 用 方 針 
信託財産の成長を図ることを目的として
積極的な運用を行うことを基本とします。 

主要投資対象 

当ファンド 
ピクテ・ロボ・マザーファン
ド受益証券 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

日本を含む世界のロボティ
クス関連企業の株式 

運 用 方 法 

①マザーファンド受益証券への投資を通
じて、主として日本を含む世界のロボ
ティクス関連企業の株式に投資します。 

②実質組入外貨建資産については、原則と
して為替ヘッジを行いません。 

主な投資制限 

当ファンド 

①株式への実質投資割合に
は制限を設けません。ただ
し、未上場株式および未登

録株式への実質投資割合
は、信託財産の純資産総額
の10％以内とします。 

②同一銘柄の株式への実質
投資割合は、信託財産の純
資産総額の10％以内とし

ます。 
③外貨建資産への実質投資割
合には制限を設けません。 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

①株式への投資割合には制
限を設けません。ただし、

未上場株式および未登録
株式への投資割合は、信託
財産の純資産総額の10％

以内とします。 
②同一銘柄の株式への投資
割合は、信託財産の純資産

総額の10％以内とします。 
③外貨建資産への投資割合
には制限を設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として以下の方針に基づ
き分配を行います。 

①分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越
分を含めた利子・配当等収益と売買益（評
価益を含みます。）等の全額とします。 

②収益分配金額は、基準価額の水準および
市況動向等を勘案して委託者が決定し
ます。ただし、必ず分配を行うものでは

ありません。 
③留保益の運用については、特に制限を設
けず、委託者の判断に基づき、元本部分

と同一の運用を行います。 
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○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

４期(2020年２月18日) 21,883 0 22.9 93.5 4,524 

５期(2021年２月18日) 33,041 0 51.0 92.2 6,552 

６期(2022年２月18日) 33,104 0 0.2 95.3 7,113 

７期(2023年２月20日) 33,736 0 1.9 95.7 7,362 

８期(2024年２月19日) 52,450 0 55.5 94.5 10,909 
 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式組入比率」は、実質比率を記載しています。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数がないためベンチマークおよび参考指数は設定していません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2023年２月20日 33,736 － 95.7 

２月末 33,505 △ 0.7 96.5 

３月末 35,022 3.8 98.4 

４月末 33,568 △ 0.5 97.1 

５月末 39,631 17.5 97.1 

６月末 41,657 23.5 95.9 

７月末 42,324 25.5 97.3 

８月末 41,670 23.5 97.3 

９月末 40,633 20.4 97.4 

10月末 38,472 14.0 98.8 

11月末 44,765 32.7 99.2 

12月末 47,179 39.8 98.8 

2024年１月末 51,035 51.3 95.0 

(期  末)    

2024年２月19日 52,450 55.5 94.5 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式組入比率」は、実質比率を記載しています。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数がないためベンチマークおよび参考指数は設定していません。 
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○当期中の運用状況と今後の運用方針 (2023年２月21日～2024年２月19日) 

 

当期の基準価額は、55.5％の上昇となりました。 

 

  

  
（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数がないためベンチマークおよび参考指数は設定していません。 

 

◇主な変動要因 

上昇↑・実質的に組入れているエヌビディア（米国、半導体・半導体製造装置）やセールスフォース（米国、

ソフトウェア・サービス）などの株価が上昇したこと 

上昇↑・円に対して米ドルなどが上昇したこと 

 

  

基準価額等の推移 
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・世界の株式市場は、期首の2023年２月下旬から３月中旬にかけては、米地銀の破綻を受けた金融不安を背景

に世界的にリスク回避姿勢が強まったことなどから下落しました。その後は、各国当局の迅速な対応で金融

不安への警戒感が和らいだことや、米国などでインフレ圧力低下の兆しを受け米利上げの最終局面が近づ

いているとの観測が高まったことなどを背景に、世界の株式市場は７月にかけて上昇しました。８月以降

は、ユーロ圏や中国景気の先行き不透明感、米国における国債増発や堅調な景気動向などを受けた高金利環

境の長期化懸念などから、10月にかけて下落基調で推移しました。その後は、米国や欧州でのインフレの沈

静化に進展がみられたことや、主要中央銀行による利上げ停止および利下げ観測が高まったことなどを背

景に2024年１月にかけて上昇しました。期末にかけては、堅調な企業業績を背景に米国経済のソフトラン

ディング期待が高まったことなどを材料に、世界の株式市場は上昇しました。 

・為替市場では、2023年６月にかけては、金融不安への過度な懸念が後退したことや、植田日銀総裁就任後初

回となる金融政策決定会合において、現状の金融政策の維持が決定された一方、欧米の中央銀行は金融引き

締め姿勢を維持するとの見方が強まったことなどから円安・米ドル高が進行しました。７月は、インフレ圧

力鈍化の兆しから米利上げが最終局面との見方が強まり、米国長期金利が低下したことや、日銀が長短金利

操作（イールドカーブコントロール）の運用を柔軟化するとの観測報道などを受けて円高・米ドル安が進行

しました。その後11月中旬にかけては、米大手格付け会社による米国国債の格下げや米国国債の増発懸念、

根強いインフレ圧力を受けて米長期金利が上昇したことから、円安・米ドル高が進行しました。2023年の年

末にかけては、米国のインフレ圧力鈍化や労働市場の需給緩和の兆しなどを背景に米連邦準備制度理事会

（FRB）の利下げ期待が高まったほか、日銀の金融緩和政策の修正観測などを受けて、円高・米ドル安となり

ました。2024年の年初から期末にかけては、堅調な米景気指標や、FRB高官からの市場利下げ織り込みにつ

いてのけん制ともとれる発言を受けて、早期米利下げ観測が後退したことなどから、円安・米ドル高となり

ました。期を通してみると、米ドルは対円で上昇しました。 

 

  

投資環境 
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当ファンドが主要投資対象とするピクテ・ロボ・マザーファンド受益証券への投資比率を高位に維持してま

いりました。実質組入外貨建資産については、為替ヘッジを行いませんでした。 

 

＜ピクテ・ロボ・マザーファンドの組入状況＞ 

主に日本を含む世界のロボティクス関連企業の株式に投資を行ってまいりました。 

 

◇国・地域別組入比率    

【期首】  【期末】  

国・地域名 組入比率 

 

国・地域名 組入比率 

米国 61.3％ 米国 62.5％ 

日本 9.8％ ドイツ 9.6％ 

ドイツ 9.7％ 日本 7.9％ 

オランダ 7.1％ オランダ 7.0％ 

台湾 2.7％ 台湾 4.8％ 

カナダ 2.0％ 中国 1.8％ 

中国 1.4％ フランス 1.4％ 

スウェーデン 1.1％   

フランス 1.1％   

 

◇業種別組入比率    

【期首】  【期末】  

業種名 組入比率 

 

業種名 組入比率 

半導体・半導体製造装置 37.0％ 半導体・半導体製造装置 43.0％ 

ソフトウェア・サービス 33.7％ ソフトウェア・サービス 29.7％ 

資本財 15.5％ 資本財 8.0％ 

メディア・娯楽 7.3％ メディア・娯楽 7.7％ 

ヘルスケア機器・サービス 2.8％ テクノロジー・ハードウェアおよび機器 3.2％ 

  ヘルスケア機器・サービス 2.8％ 

  商業・専門サービス 0.5％  
（注） 組入比率は、マザーファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。また、業種はGICS（世界産業分類基準）の産業グループに基づ

き表示しています。 

 

  

組入状況 
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◇組入上位10銘柄      

【期首】  【期末】    

銘柄名 国名 業種名 組入比率 

 

銘柄名 国名 業種名 組入比率 

セールスフォース 米国 ソフトウェア 6.2％ セールスフォース 米国 ソフトウェア 6.2％ 

アルファベット 米国 
インタラクティブ・ 

メディアおよびサービス 
5.9％ アルファベット 米国 

インタラクティブ・ 

メディアおよびサービス 
5.9％ 

シーメンス ドイツ コングロマリット 5.7％ エヌビディア 米国 
半導体・ 

半導体製造装置 
5.6％ 

KLA 米国 
半導体・ 

半導体製造装置 
4.1％ 台湾セミコンダクター 台湾 

半導体・ 

半導体製造装置 
4.8％ 

シノプシス 米国 ソフトウェア 4.0％ 
アドバンスト・マイクロ・ 

デバイセズ（AMD） 
米国 

半導体・ 

半導体製造装置 
4.1％ 

インフィニオン  

テクノロジーズ 
ドイツ 

半導体・ 

半導体製造装置 
4.0％ シーメンス ドイツ コングロマリット 3.8％ 

マイクロチップ・ 

テクノロジー 
米国 

半導体・ 

半導体製造装置 
3.7％ 

インフィニオン  

テクノロジーズ 
ドイツ 

半導体・ 

半導体製造装置 
3.6％ 

ラムリサーチ 米国 
半導体・ 

半導体製造装置 
3.6％ ASMLホールディング オランダ 

半導体・ 

半導体製造装置 
3.6％ 

ASMLホールディング オランダ 
半導体・ 

半導体製造装置 
3.6％ NXPセミコンダクターズ オランダ 

半導体・ 

半導体製造装置 
3.4％ 

スプランク 米国 ソフトウェア 3.5％ ワークデイ 米国 ソフトウェア 3.3％ 
 

（注） 組入比率は、マザーファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。また、業種はGICS（世界産業分類基準）の産業に基づき表示し

ています。 

 

期末の組入上位銘柄は、 

- セールスフォース ：顧客企業向けにクラウドベースのCRM（顧客関係管理）システムやSFA（営業

支援）システムなどを提供するエンタープライズ・ソフトウェア企業。 

- アルファベット ：グーグルを傘下にもつ持株会社。ウェブベースの検索、広告、地図などを子

会社を通じて提供。人工知能（AI）や自動運転の研究・開発においても世界

をリード。 

- エヌビディア ：ゲームやAI、仮想通貨のマイニングなどで使用されるGPU（グラフィックプロ

セッシングユニット）と関連ソフトウェアの設計・開発・販売を行う。 

- 台湾セミコンダクター ：台湾の半導体ファウンドリー。ウェーハ製造、プローブテスト、組み立て、

ファイナルテストのほか、マスクの製造・設計なども行う。 

- アドバンスト・マイクロ・ 

デバイセズ（AMD） 

：コンピュータ、グラフィックス、家電市場、EV（電気自動車）など向けにマ

イクロプロセッサーを開発・製造・販売する半導体メーカー。 

などとなりました。 
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当期の収益分配は、基準価額の水準および市況動向等を勘案し、見送りとさせていただきました。 

なお、収益分配にあてなかった留保益の運用については、特に制限を設けず、委託者の判断に基づき、元本

部分と同一の運用を行います。 

 

◇分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第８期 

2023年２月21日～ 
2024年２月19日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 42,450  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 「当期の収益」および「当期の収益以外」は小数点以下を切捨てて表示しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

 

○今後の運用方針 

（１）投資環境 

世界経済は、急速な景気後退は免れる可能性は高いとみられるものの、減速していくことが予想されます。

インフレについては、世界的に低下傾向がみられ、欧米の中央銀行はこれまでの積極的な金融引き締め姿勢を

後退させ、利下げ転換することが見込まれています。各国の金融政策状況に加え、地政学リスク要因などから

世界の株式市場は引き続き変動幅が大きくなる可能性があると考えます。ロボティクス関連企業は、少子高齢

化を背景とした様々な社会的ニーズの高まりや、技術革新などを背景にロボットの実用化が急速に進んでお

り、中長期的に成長が期待できるものと考えています。また今後M&A（合併・買収）が活発化すると考えてお

り、経営戦略によって将来の企業価値の明暗は分かれると考えます。 

 

（２）投資方針 

ピクテ・ロボ・マザーファンド受益証券への投資を通じて、主として日本を含む世界のロボティクス関連企

業の株式に投資します。実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行いません。 

 

＜マザーファンド＞ 

日本を含む世界のロボティクス関連企業の株式を主要投資対象とし、信託財産の成長を図ることを目的と

して積極的な運用を行うことを基本とします。特定の銘柄、国や通貨に集中せず分散投資を基本としリスク分

散を図ります。外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行いません。引き続き、ロボティクス関連分

野で相対的にファンダメンタルズが健全で、安定したビジネスモデルを有する企業に注目していきます。 

 

 

  

収益分配金 
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○１万口当たりの費用明細 (2023年２月21日～2024年２月19日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 595  1.459  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (291)  (0.713)  ・ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、各種情報提供等、 
 基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (291)  (0.713)  ・購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンド 
 の管理および事務手続等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 13)  (0.033)  ・ファンドの財産の保管・管理、投信会社からの指図の実行等の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 24   0.058   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
・売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 24)  (0.058)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 3   0.006   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
・有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  3)  (0.006)   

（d） そ の 他 費 用 22   0.053   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 15)  (0.037)  ・保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および 
 資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  3)  (0.008)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  3)  (0.008)  ・その他は、運用報告書等法定の開示書類の作成等に要する費用その他信託事務 
 の処理等に要する諸費用 

 合 計 644   1.576    

期中の平均基準価額は、40,788円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は1.50％です。 
 

  
（注） 上記の費用は、「１万口当たりの費用明細」において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2023年２月21日～2024年２月19日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ピクテ・ロボ・マザーファンド 110,965 552,970 230,246 1,047,740 

 
（注） 単位未満は切り捨てています。 

 

○株式売買比率 (2023年２月21日～2024年２月19日) 

 

項 目 
当 期 

ピクテ・ロボ・マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 9,728,364千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 8,423,757千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.15   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

（注） 単位未満は切り捨てています。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年２月21日～2024年２月19日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2023年２月21日～2024年２月19日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2023年２月21日～2024年２月19日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○組入資産の明細 (2024年２月19日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ピクテ・ロボ・マザーファンド 1,943,162 1,823,881 10,856,474 
 
（注） 単位未満は切り捨てています。 

 

○投資信託財産の構成 (2024年２月19日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ピクテ・ロボ・マザーファンド 10,856,474 98.5 

コール・ローン等、その他 160,455 1.5 

投資信託財産総額 11,016,929 100.0 
 
（注） 評価額の単位未満は切り捨てています。 

（注） ピクテ・ロボ・マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（9,999,078千円）の投資信託財産総額（11,193,149千円）に対

する比率は89.3％です。 

（注） ピクテ・ロボ・マザーファンドにおける外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したもので

す。なお、当期末における邦貨換算レートは、1米ドル=150.03円、1カナダドル=111.39円、1英ポンド=189.35円、1ユーロ=161.81円、

1スイスフラン=170.49円、1スウェーデンクローネ=14.39円、1香港ドル=19.18円、1新台湾ドル=4.7823円です。 

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年２月19日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 11,016,929,588   

 コール・ローン等 150,775,104   

 ピクテ・ロボ・マザーファンド(評価額) 10,856,474,484   

 未収入金 9,680,000   

(B) 負債 107,420,980   

 未払解約金 40,138,089   

 未払信託報酬 66,622,653   

 未払利息 450   

 その他未払費用 659,788   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 10,909,508,608   

 元本 2,079,972,586   

 次期繰越損益金 8,829,536,022   

(D) 受益権総口数 2,079,972,586口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 52,450円 
 
＜注記事項（当運用報告書作成時点では、監査未了です。）＞ 

（貸借対照表関係） 

（注） 期首元本額 2,182,425,251円

 期中追加設定元本額 474,738,290円

 期中一部解約元本額 577,190,955円

（注） １口当たり純資産額 5.2450円
 

○損益の状況 (2023年２月21日～2024年２月19日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       37,379   

 支払利息 △       37,379   

(B) 有価証券売買損益 3,600,387,977   

 売買益 4,024,113,277   

 売買損 △  423,725,300   

(C) 信託報酬等 △  125,584,926   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 3,474,765,672   

(E) 前期繰越損益金 1,244,690,733   

(F) 追加信託差損益金 4,110,079,617   

 (配当等相当額) (  2,306,563,985)  

 (売買損益相当額) (  1,803,515,632)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 8,829,536,022   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 8,829,536,022   

 追加信託差損益金 4,110,079,617   

 (配当等相当額) (  2,307,482,088)  

 (売買損益相当額) (  1,802,597,529)  

 分配準備積立金 4,719,456,405   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（55,501,213円）、

費用控除後の有価証券等損益額（3,419,264,459円）、信託約款

に規定する収益調整金（4,110,079,617円）および分配準備積立

金（1,244,690,733円）より分配対象収益は8,829,536,022円

（10,000口当たり42,450円）ですが、当期に分配した金額はあり

ません。 

（注） 当ファンドが組入れているマザーファンドにおいて、信託財産

の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために

要する費用 

 当該費用は、ファンドに係る信託報酬のうち委託者が受ける報

酬から支弁しております。 
 

 

○お知らせ 

 デリバティブ取引はヘッジ目的にのみ行われていることを明確化するため所要の約款変更を行いました。 

 

 



－ 12 －

添付ファンド_9pt_1001913.indd   12添付ファンド_9pt_1001913.indd   12 2024/03/27   17:16:182024/03/27   17:16:18



－ 13 －

添付ファンド_9pt_1001913.indd   13添付ファンド_9pt_1001913.indd   13 2024/03/27   17:16:192024/03/27   17:16:19



－ 14 －

添付ファンド_9pt_1001913.indd   14添付ファンド_9pt_1001913.indd   14 2024/03/27   17:16:192024/03/27   17:16:19



－ 15 －

添付ファンド_9pt_1001913.indd   15添付ファンド_9pt_1001913.indd   15 2024/03/27   17:16:192024/03/27   17:16:19



－ 16 －

添付ファンド_9pt_1001913.indd   16添付ファンド_9pt_1001913.indd   16 2024/03/27   17:16:192024/03/27   17:16:19



－ 17 －

添付ファンド_9pt_1001913.indd   17添付ファンド_9pt_1001913.indd   17 2024/03/27   17:16:192024/03/27   17:16:19



－ 18 －

添付ファンド_9pt_1001913.indd   18添付ファンド_9pt_1001913.indd   18 2024/03/27   17:16:192024/03/27   17:16:19



－ 19 －

添付ファンド_9pt_1001913.indd   19添付ファンド_9pt_1001913.indd   19 2024/03/27   17:16:192024/03/27   17:16:19



－ 20 －

添付ファンド_9pt_1001913.indd   20添付ファンド_9pt_1001913.indd   20 2024/03/27   17:16:192024/03/27   17:16:19


